
 

西小倉地域小中一貫校開校準備委員会 次第 

 

日 時 ：令和６年 ６月 ４日（火）１９時 

場 所 ：西小倉小学校 ランチルーム    

 

 

１ 開会 

２ 委嘱状の交付 

３ 委員長の選出 

４ 副委員長の指名  

５ 委員の紹介 

６ 委員会協議事項 

 （報告事項） 

  ①校名等について 

   ②目指す児童生徒像や教育目標（案）について 

    各校の取組みの方向性について 

 （協議事項） 

   ③広報誌について 

   ④その他意見交換について 

  ７ 閉会 

 

 

【資料】 

資料① 西小倉地域小中一貫校開校準備委員会設置要項 

資料② 委員公募要項 

資料③ 校名等について 

資料④ 目指す児童生徒像や教育目標（案）について 

    各校の取組みの方向性について 

資料⑤ 西小倉地域小中一貫校開校準備委員会 委員一覧 

資料⑥ （参考）宇治黄檗学園の準備広報誌 

資料⑦ （仮称）西小倉地域小中一貫校の整備内容等について 

 

委嘱状（机上配付） 

意見交換用紙 

 



資料① 

西小倉地域小中一貫校開校準備委員会設置要項                                  

 

宇治市立西小倉小学校 

宇治市立北小倉小学校 

宇治市立南小倉小学校 

宇治市立西小倉中学校 

 

（目的及び設置） 

第１条 （仮称）西小倉地域小中一貫校（以下、「小中一貫校」という。）の開校に向けた準

備事項について、小中一貫校の校区となる学校の保護者並びに関係者等と情報・意見交換

を行うことにより、小中一貫校の開校が、児童生徒・保護者・地域の方々、それぞれにと

って、より良くなることを目的として、西小倉地域小中一貫校開校準備委員会（以下、「委

員会」という。）を設置する。 

 

（担任事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１）小中一貫校の開校の準備に必要な事項の意見交換 

（２）その他委員会において必要と認める事項 

 

（組織） 

第３条 委員会は３０名以内で組織し、委員は、次の中から西小倉小学校長、北小倉小学校

長、南小倉小学校長、西小倉中学校長（以下、「４校校長」という。）が委嘱する。 

（１）西小倉小学校、北小倉小学校、南小倉小学校、西小倉中学校（以下、「４校」という。）

の児童生徒の保護者 

（２）４校の学校運営協議会委員 

（３）４校校長（校長への委嘱は不要とする） 

（４）その他、第１条の目的に照らして４校校長が必要と認める者 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から小中一貫校開校に関する必要な準備が完了するまで

とする。なお、当初の任期は委嘱日から令和 8年 3月 31日とする。 

２ 委員が欠けた時等に補充する委員の終了任期も前項と同様とする。補充の委員の有無

や人数等については、委員長が委員会へ確認の上、決定する。 

 



資料① 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長が指名する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

６ 委員会において、委員長、副委員長が欠けたときは、委員長が指名する委員が、その委

員会の運営を行う。 

 

（委員会） 

第６条 委員会は委員長が招集し、委員長を中心に運営する。 

２ 委員会の事務を円滑に行うため、必要な専門部会を置くことができる。 

３ 委員長の指名により、専門部会に部会長、副部会長を置き、専門部会の運営にあたる。 

４ 専門部会は委員会の委員の他、委員長が必要と認める者で構成する。 

５ 委員長は、委員会及び専門部会の会議において、必要と認めるときは、委員以外の者を 

会議に出席させ、その説明や意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

６ 最初の委員会の招集は、４校校長が行う。 

 

（その他） 

第７条 この要項に定めるもののほか、委員会及び専門部会の運営に関し必要な事項は、委

員会の了承を経て委員長が定める。 

 

附則 

この要項は、令和６年４月１１日から施行する。 

 



資料② 

西小倉地域小中一貫校開校準備委員会 

 

委員公募要項 

 

宇治市立西小倉小学校 

宇治市立北小倉小学校 

宇治市立南小倉小学校 

宇治市立西小倉中学校 

 

１ 主旨 

 「西小倉地域小中一貫校開校準備委員会」設置のため、委員公募に係る具体

的事項を次のように定める。 

 

２ 公募期間 

  令和６年４月１１日（木）～４月２５日（木） 

 

３ 応募資格 

 令和６年度に西小倉小学校、北小倉小学校、南小倉小学校、西小倉中学校の

児童生徒の保護者（令和７年度も上記４校の保護者であることが望ましい） 

 

４ 応募方法 

  電話またはＦＡＸなどにより、各校の教頭あて連絡 

 

５ 委員の選任 

  （１）保護者の委員の人数は、会議の円滑な運営を考慮して、各校３名を定 

員とする。 

     ※西小倉地域小中一貫校開校準備委員会の委員総数は、各校長、学校 

運営協議会委員を含めて３０名以内。 

  （２）応募者が定員に満たない場合は、応募資格を満たしていることを条件 

に、原則として応募者全員を選任する。 

  （３）応募者が定員を超えた場合は、各校での学年構成を勘案し、応募者の 

理解を得た上で、各校で決定する。（多数の場合は、抽選の手法を取る 

場合もある） 

 

附則 

 この要項は、令和６年４月１１日から施行する。 



資料③ 

 

校名等について 

（令和 5年 11 月 30 日 西小倉地域小中一貫校整備検討委員会 

第 15 回学校部会検討資料） 

 



 
 

 

 

（仮称）西小倉地域小中一貫校の校名等の検討について 

 

〇統合校の例  ※事例②～⑤については、聞き取りやＨＰ等調べによる 

①宇治黄檗学園（宇治市） 

開校時期 平成２４年４月 

施設区分 施設一体型小中一貫校 

統合等の経過 宇治小学校敷地内に黄檗中学校を新規で設置 

校名について 公募 ⇒ 市民による１次選考 ⇒ 選考委員会で決定 

・小中一貫校の愛称 ⇒宇治黄檗学園に決定 

・新設する中学校の校名 ⇒黄檗中学校に決定 

校章・校歌について 宇治小学校の校章・校歌を学園章・小中学校の校歌にした。 

 

②さつき学園（大阪府守口市） 

開校時期 平成２８年４月 

施設区分 義務教育学校 

統合等の経過 滝井小学校、春日小学校と第三中学校の統合 

校名について 公募 ⇒ 統合校連絡会で選考 

・小中一貫校の愛称 ⇒さつき学園 

・新設する小・中学校の校名 ⇒さつき小学校、さつき中学校 

最終的に、校名はさつき学園に、決定。 

校章・校歌について 公募 ⇒ 統合校連絡会で選考 

 

③向島秀蓮小中学校（京都市） 

開校時期 平成３１年４月 

施設区分 義務教育学校 

統合等の経過 向島南小学校、向島二の丸小学校、二の丸北小学校と向島中学

校の統合 

校名について 公募 ⇒ 創設協議会で校名候補を決定 

・校名 ⇒向島秀蓮小中学校に決定 

校章・校歌について 校章・校歌：専門家に依頼 

 

  

第１５回 西小倉地域小中一貫校 

整備検討委員会【学校部会】資料④  



 
 

 

④ならやま小中学校（奈良市） 

開校時期 令和４年４月 

施設区分 施設一体型小中一貫校 

統合等の経過 右京小学校、神功小学校と平城西中学校の統合 

校名について 公募 ⇒ 開校準備委員会で３候補に絞る ⇒ 児童生徒・保

護者への３択アンケートで決定  

・小中一貫校の愛称 ⇒ならやま小中学校に決定 

・新設する小・中学校の校名 ⇒ならやま小学校、ならやま中

学校に決定 

校章・校歌について 校章・校歌：公募 ⇒ 開校準備委員会で決定 

 

⑤庄内さくら学園（大阪府豊中市） 

開校時期 令和５年４月 

施設区分 義務教育学校 

統合等の経過 庄内小学校、野田小学校、島田小学校と第六中学校、第十中学

校の統合 

校名について 公募 ⇒ 教育委員会にて検討・決定  

・校名 ⇒庄内さくら学園に決定 

校章・校歌について 校章：３小学校・２中学校の子どもたちからアイデア募集 ⇒

アイデアをもとにデザイン化、アンケートを実施 ⇒ 決定 

校歌：大阪音楽大学講師に作成依頼 

※その他、校名について統合前の小中学校名を使う例や、校章・校歌について、ＡＩで

作成する例もある。 

 

 

 

〇西小倉地域の小中学校について 

①西小倉小学校 

開校時期 昭和４４年４月 

沿革 宇治市１０番目の小学校として、１７学級６３７人で小倉小学校から

分離開校しました。 

最大で昭和５２年度に最大３３学級、１，３７７人になりました。 

  



 
 

 

校章・校歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②北小倉小学校 

開校時期 昭和４８年４月 

沿革 宇治市１５番目の小学校として、１２学級４３５人で西小倉小学校か

ら分離開校しました。 

最大で昭和５２年度に３１学級、１，２５８人になりました。 

校章・校歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③南小倉小学校 

開校時期 昭和５３年４月 

沿革 宇治市２１番目の小学校として、２０学級８３４人で西小倉小学校・

北小倉小学校から分離開校しました。 

最大で昭和５５年度に３０学級、５６年度に１，０４３人になりまし

た。 

校章・校歌 
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④西小倉中学校 

開校時期 昭和５３年４月 

沿革 宇治市７番目の中学校として、９学級３７５人で北宇治中学校から分

離開校しました。 

最大で昭和６０年度に２４学級、１，００３人になりました。 

校章・校歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇巨椋池の歴史について 

⚫ 巨椋池（おぐらいけ）は、京都府の南部、現在の京都市伏見区・宇治市・久世郡

久御山町にまたがっていた池。大きさからは、池よりも「湖」と呼ぶ方がふさわ

しいかもしれない。万葉集では「巨椋入江」、江戸時代の古地図などでは「大池」

などの記載がある。巨椋池という名称は、近代に入ってから使われ始めた。 

⚫ 豊臣秀吉による土木工事などにより時代によって姿を変えていき、1933年（昭和

8年）から 1941年（昭和 16年）にかけて行われた干拓事業によって農地となっ

た。干拓前の巨椋池は周囲約 16 キロメートル、水域面積約 8 平方キロメートル

で、当時京都府で最大の面積を持つ淡水湖であった。 

⚫ 蓮の名所であり、夏は蓮見で盂蘭盆会前後が見ごろで、船や観覧席も設けられた。 

⚫ 鳥類にとって自然環境に恵まれており、ヒバリ、サギ、ツバメ、ヒヨドリ、モズ、

ムクドリ、ユリカモメなど 63種以上生息していた。 

⚫ 琵琶湖・淀川水系であり、魚の種類が豊富で、他の水系では平均 35 種だが、巨

椋池は 43種生息していた（フナ、ヒガイ、ドジョウ、ナマズなど）。貝類は琵琶

湖に次ぎ国内で 2番目に種類が多く、ドブガイ、シジミなど 36種生息していた。 

⚫ 巨椋池の漁業は、東一口村（現久御山町）、弾正町（現京都市伏見区）、小倉村（現

宇治市）の 3地域が、池の沿岸を除いて独占的な漁業の権利を有した。この権利

は干拓まで続いた。漁業では、魞漁（えり漁、魚を誘い込んで逃げ場をなくして

捕獲する漁法）をはじめとして浸木漁、網漁などさまざまな漁法が用いられた。 

⚫ 伊勢田町砂田の北西道路、西小倉小学校の南側道路が巨椋池の湖岸線。 

⚫ 「遊田」の由来は、名木川が巨椋池にそそぐ河口にできた三角州であり、自然に

堆積した砂礫による広大な野原で、農耕に適さない遊び田のイメージから。しか

し、この場所は良質の萱が繁茂していた。 



巨椋池／西小倉地域 西小倉小 北小倉小 南小倉小 西小倉中

国内有数の自然豊かな湖（周辺の人々に恵み）
〔東西4km　南北3km　周囲16km　約800ha〕

～中世 直接宇治川が流入し淀川へ

近世初頭
豊臣秀吉が土木工事
槇島堤、小倉堤など3本の堤が南北に縦断⇒4つの水域（池）に分割

近代
淀川流域洪水を防ぐ工事
⇒新流路が作られる（藻の減少、浮草の繁殖で魚介類の生育環境が悪化
し、数量が減少）

明治6年（1873年） 　

明治22年（1889年） 町村制施行により小倉村・伊勢田村・安田村が合併し久世郡小倉村が成立

大正4年（1915年）
ムジナモ（食虫植物）天然記念物指定⇒その後絶滅し、昭和15年指定解除
に

昭和8年（1933年）6月 巨椋池干拓工事起工式

昭和16年（1941年） 巨椋池での漁業（コイ・フナ・ウナギ・ナマズ等）⇒この年まで行われる

昭和22年（1947年）
小倉・大久保村組合立北久世中設立⇒翌23年南久世中と合併し、久世郡組
合立久世中学校設立

昭和26年（1951年）
小倉村が久世郡宇治町・槇島村・大久保村及び宇治郡東宇治町と合併し宇
治市が成立

昭和28年（1953年） 南山城水害／台風13号による風水害

昭和31年（1956年）

昭和35年（1960年） 地域人口　165人

昭和40年（1965年） 地域人口　1,700人と5年で10倍に（西浦・南浦・南堀池から住宅開発）

昭和44年（1969年）
開校（17学級　637人）
〔小倉小より分離〕

環境緑化努力校（府教委指定）

昭和45年（1970年）
地域人口　10,300人と10年で60倍以上に（蓮池、堀池、山際等で住宅開
発）

昭和47年（1972年） 北宇治中開校（11学級　469人）〔宇治中・西宇治中より分離〕

昭和48年（1973年）
開校（12学級　435人）
〔西小倉小より分離〕

昭和49年（1974年） 伊勢田小開校（19学級　704人）〔西小倉小・小倉小より分離〕

昭和52年（1977年）
最大学級数（33学級）
最大児童数（1,377人）

最大学級数（31学級）
最大児童数（1,258人）

昭和53年（1978年）
開校（20学級　834人）
※1～5年生のみ在籍

〔西小倉小・北小倉小より分離〕

開校（9学級　375人）
〔北宇治中より分離〕

昭和55年（1980年） 最大学級数（30学級）

昭和56年（1981年） 最大児童数（1,043人）

昭和57年（1982年）
生徒指導研究推進校
（57･58年文部科学省・府教委委
嘱）

昭和60年（1985年）
地域人口　22,000人〔地域人口のピーク〕
（住宅地は西へ、北へ、南へ　砂田・遊田にも大規模宅地開発）

最大学級数（24学級）
最大生徒数（1,003人）

平成3年（1991年）
教育推進校（図画工作科）
（市教委指定）

平成4年（1992年） 水辺の暮らし資料館開室
情報教育研究指定校
（4･5府教委・市教委指定）

平成5年（1993年） 福祉教育推進校（市教委指定） 京都府学校給食努力校受賞

平成6年（1994年）
社会科・生活科研究指定校
（市教委指定）

平成7年（1995年） 　 福祉教育実践校（市教委指定）

平成9年（1997年） 交通安全優良校受賞 環境教育実践校（市教委指定）

平成10年（1998年）

教育研究校（社会）（10･11市教
委指定）
福祉教育実践校（市教委指定）
社会福祉教育実践校（市教委指
定）
社会福祉協力校（10～12市教委指
定）
ミニ巨椋池（観察池）整備

情報教育研究指定校
（10･11市教委指定）

平成11年（1999年） 福祉教育実践校（市教委指定）

平成13年（2001年）

情報教育研究協力校
（13･14府小学校教育研究
会）
LDに対する指導体制の充実事
業研究協力校
（13･14府教委指定）

平成14年（2002年）
ビオトープ推進モデル校
（市教委指定）

平成15年（2003年）
環境教育実践モデル事業校
（15･16･17文部科学省指定）

平成16年（2004年） 交通安全優良校受賞

地域ふれあい体験活動推進校
（16･17府教委指定）
食に関する指導の実践モデル校指
定
ボランティア活動普及事業指定
（16～18府教委指定）

地域ふれあい体験活動推進校
（16･17府教委指定）

平成18年（2006年）

「京の子ども、夢・未来校」
「やましろ未来っ子」
ジョイントアップ研究開発校
（18･19府教委指定）

uji学びの森推進事業指定校
（18･19･20市教委指定）

平成21年（2009年） 学校版環境ISO認定校指定

平成25年（2013年）
家庭学習促進実践研究事業
（25･26市教委指定）

平成26年（2014年） 学校版環境ISO認定校指定

令和3年（2021年）
研究協力校（体育）
（3～5府小学校教育研究会指定）

西小倉地域及び地域内小・中学校の変遷について
学校改革推進課作成　

小倉小開校

北久世中開校

北宇治中開校

西宇治中開校

分離

分離分離

分離

分離

廃校

浮面地域が伊勢田小学校区に編入 山際・南浦全地域が

南小倉小学校区に編入

3小1中の取組沿革については各校が発行する要覧等の記載内容をもとにしています

急激な増加



 

 

資料④ 

 

１．目指す児童生徒像、教育目標（案）について 

 

 

 

２．学校の取組みの方向性について 

 

準備校長会 

 

ワーキンググループ（予定） 

 〇学校行事・教務関連 

  ・運動会、体育大会、授業参観 など 

 〇生徒指導 

  ・チャイム、生活のきまり、体操服 など 

 〇特別活動 

  ・児童生徒会、部活動、集団登校 など 

 〇教科領域・研究 

  ・各教科の指導計画全般、小中一貫校における研究内容 など 

 〇特別支援教育 

  ・特別支援学級、通級指導教室 など 

 〇保健・食育 

  ・保健指導、食物アレルギー対応 など 

 〇学校総務 

  ・保護者徴収金、備品管理 など 

 〇図書館統合 

  ・図書館整備、メディアセンター など 

 

 

目指す児童生徒像   We are the Leaders   

 自ら学び 考える人  他者と対話し つながる人 しなやかに 行動する人 

教育目標 

互いに尊重し合い 主体的に行動し 未来を切り拓く児童生徒の育成 

～学び つながり しなやかに～ 



資料⑤

学校名 氏名 備考１ 備考２

西小倉小学校 門脇　洋子 学校運営協議会　委員

田中　あゆみ 学校運営協議会　委員 同志社大学教授

島内　操 保護者

竹田　明美 保護者

前畑　臣吾 保護者 現PTA会長

芦田　吉生 校長

北小倉小学校 石川　敦子 学校運営協議会　委員 こひつじこども園園長

小林　汰功 学校運営協議会　委員

杉本　厚夫 学校運営協議会　委員 京都教育大学・関西大学名誉教授

田端　のり子 学校運営協議会　委員

中嶋　馨 学校運営協議会　委員

松村　淳志 保護者

市橋　公也 校長

南小倉小学校 太壽堂　祐美　 学校運営協議会　委員 元市立幼稚園園長

西村　典子 学校運営協議会　委員

松田　敏幸 学校運営協議会　委員 和歌山大学特任教授

安田　恭子 学校運営協議会　委員

大友　麻美 保護者 現PTA会長

小川　保弘 保護者

荻野　慎介 保護者

手塚　ゆかり 校長

西小倉中学校 栗下　加代子 学校運営協議会　委員

日野　真代 学校運営協議会　委員

山口　愛美 保護者

米村　洋行 保護者

齋藤　英司 校長

西小倉地域小中一貫校開校準備委員会　委員一覧



































意見交換用紙

◆広報誌の名称について

◆知っておきたいこと

◆その他

名称と理由


